
個人トータル表

男　子 平成28年7月31日 12:50 開始

１回戦

12 21
51 5 18 84

23 23
11 22

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

4 松本　圭司 5 0 2 1 3 * 4 勝山　智久 7 0 3 1 1

* 5 北田　るか 2 0 1 0 4 * 5 吉井　裕鷹 30 0 11 8 0 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

6 楠橋　力 2 0 1 0 1 * 6 安田　蓮平 9 0 1 7 4 TeamA : : : : : : : : :

7 網亍　海有 6 2 0 0 0 * 7 尾西　直也 8 0 3 2 2 TeamB : : : : : : : : :

8 大塚　琳平 2 0 1 0 1 * 8 小川　大智 6 0 2 2 0

* 9 石井　良樹 11 1 4 0 3 9 宮地　祐勢 7 1 2 0 1

* 10 濵田　朋知 11 3 1 0 1 10 田口　潤弥 1 0 0 1 0

11 ハム　スンホ 3 1 0 0 1 11 西脇　煌起 0 0 0 0 2

12 阮　晨听 0 0 0 0 4 12 高田　知毅 11 2 2 1 1

13 池田　武尊 0 0 0 0 4 13 堀内　真治 5 1 1 0 1

* 14 明坂　龍史 4 0 2 0 2 14 廣瀬　元也 0 0 0 0 0

* 15 AYOM CHOL MAKOL NYOK 5 0 2 1 3 15 神野　力哉 0 0 0 0 0

ｺｰﾁ 瀬田　幸穂 0 ｺｰﾁ 高橋　渉 0

Aｺｰﾁ 橋本　翔平 Aｺｰﾁ 佐々木　清次

合　　　計 51 7 14 2 27 合　　　計 84 4 25 22 12

　　主審： 恩地 孝明

　　副審： 高梨　保樹

戦評： 記録： 五日市高校
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大阪学院

平成28年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技大会
第69回全国高等学校バスケットボール選手権大会

Ｅ
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県立総合体育館大アリーナ

1st ◎

手島　祥平
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（大阪府）

高知中央

（高知県）
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高知中央 大阪学院

〔 戦 評 〕

第１Ｐ、大阪学院はオールコートマンツーマンプレス、高知中央はハーフコートマンツーマンでゲーム開始。

ゲーム開始直後、高知中央は大阪学院のオールコートマンツーマンプレスに苦しみ、ターンオーバーの多い

立ち上がりとなる。一方、大阪学院は＃５のインサイドプレーやミドルシュートを起点に得点を重ね、２１対１２

で大阪学院のリードで第１Ｐを終了。第２Ｐ、高知中央は大阪学院のオールコートマンツーマンプレスをかいく

ぐり、積極的に３Ｐを試みるもリングに嫌われる。大阪学院は相手のミスを確実に得点につなげ、徐々に点差

を広げていき３９対１７でリードし前半を終える。

第３Ｐ、前半同様に大阪学院はオールコートマンツーマンプレス、高知中央はハーフコートマンツーマンでス

タート。高知中央は＃７の３Ｐを皮切りに＃４のバスケットボールカウント、＃１１のアウトサイドシュートなどで

次々と得点を重ねて点差を縮める。しかし、第３Ｐ中盤から高知中央のアウトサイドシュートが外れはじめ、

再び点差が開き始める。大阪学院も＃５の連続得点で突き放し、６２対４０の大阪学院リードで第３Ｐを終え

る。第４Ｐ、両チーム得点が入らない時間帯が続くも大阪学院の＃５が要所で得点を重ね、高知中央の追撃

を許さない。第４Ｐ中盤、高知中央は再び大阪学院のオールコートマンツーマンプレスに苦しむ。その間、大

阪学院は安定して得点を重ね続ける＃５がゲーム終盤もゴールを決め続け、勝利を決めた。安定した得点

力で終始相手に主導権を譲らなかった大阪学院が第２回戦へ駒を進めた。高知中央も最後までアウトサイド

シュートを武器に食らいつき、緊張感のあるゲームだった。
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